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１ 堺市電子調達システムについて 

 

 (1) 電子調達システムの概要について 

 
電子調達システムは、入札説明書、案件の申込み、入札書の提出、開札、入

札結果の公表といった一連の調達業務をインターネットを利用して電子的に行

えるようにしたもので、発注者及び入札参加者が空間的、時間的制約にとらわ

れず、インターネットを通して、安全でかつ公平な入札を実現するために、暗

号化技術及び電子認証技術を用いて効率的に実施するシステムです。 
入札参加者は、電子入札コアシステム対応認証局から購入した電子証明書（Ｉ

Ｃカード）を事前に堺市電子調達システムに登録しておくことにより、会社に

いながらにして、パソコンから入札参加資格通知書の受信や入札書の送付など

を行うことができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
セキュリティ面では、情報を暗号化して送受信するプロトコルであるＳＳＬ

(Secure Socket Layer)で通信を行い、また、認証局が発行する電子証明書（Ｉ

Ｃカード）を利用して電子署名を付与することで、より高度なセキュリティを

実現しており、入札書については、暗号化のうえ、専用サーバに厳重に保管さ

れるため、開札時間まで誰も中身を見ることができない仕組みとなっています。 
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 (2) 本市の電子調達システムの特徴について 

 
  ア 電子入札コアシステムの採用 

国土交通省をはじめとする国の機関・公団等や大阪府、

大阪市などの他の自治体との共通のシステムとなる「電

子入札コアシステム」をベースにカスタマイズを行って

開発しており、操作性の統一を図っています。 
 
 
  イ 紙入札との併用は行わない。 

    電子入札対象案件について、紙入札の併用はしません。 
    お持ちのパソコン等の不具合により電子入札に参加できなくなった場合は

代替端末を用意していますので、利用規約を熟読の上で利用申請書を契約課ま

でお持ちください。 
（http://www.city.sakai.lg.jp/sangyo/nyusatsu/kensetsu/system/tyoutatsu/index.

files/riyoukiyaku280201.pdf 

 
 
  ウ 入札説明書、設計図書等の電子配布 

    電子入札対象案件について、入札説明書、設計図書等を電子化し、入札情報

公開システムから無償でダウンロードできるようにしています。 
（https://ppi.keiyaku.city.sakai.lg.jp/ebidPPIPublish/EjPPIj?KikanNO=2714000） 
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    また、共通仕様書等については、建設工事・工事関連業務ホームページから

無償でダウンロードできるようにしています。 
（http://www.city.sakai.lg.jp/sangyo/nyusatsu/kensetsu/hacchujoho/ 

kyotsushiyo.html） 

 
 
  エ 電子メールによる設計図書に関する質疑 

    電子入札対象案件の設計図書に関する質疑がある場合は、入札情報公開シス

テムの各案件の「申請添付書類様式」から取得できますので、入札説明書に記

載の質疑先まで電子メールにて提出してください。 
なお、電子メール送信の際には、ファイル形式（拡張子）について、圧縮形

式（.lzh .zip .cab .tgz .arj .rar）を使用しないようにしてください。圧縮形式の

場合、セキュリティ上の観点からメール受信制限が行われ、添付ファイルが削

除されるため、当該質疑を受け付けできなくなりますので、ご注意ください。 
    質疑期間は入札説明書に記載されていますのでご注意ください。 
 
    質疑に対する回答は、入札説明書に記載の日時に入札情報公開システムに掲

載します。 
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  オ 電子くじの導入 

開札の結果、有効な入札のうち、最低価格（総合評価においては最高評価値）

での入札が複数あった場合、入札参加者が入札書提出時にあらかじめ入力した

３桁の「入力くじ番号」に入札書提出日時のミリ秒（３桁）を加算して決定さ

れる「確定くじ番号」により、恣意的でない公平な電子くじを行い、落札候補

者又は調査対象者を決定します。 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

【同価格での入札者が５者の場合の例】 

確定くじ番号の合計＝３９７＋１２３＋５５４＋４０４＋９４５＝２４２３ 
２４２３÷５＝４８４余り３ 
 

Ｎｏ 入札参加者 
入札書 

到着日時 

到着 

順位 

入力くじ

番号 (a) 

ミリ秒

(b) 

確定くじ番号

(a+b)* 
結果 

事後審査を 

行う順位 

001 株式会社Ａ建設 R01.4.1 09:37 0 205 192 397  ３ 

002 Ｂ工業有限会社 R01.4.1 15:42 1 818 305 123  ４ 

003 株式会社Ｃ組 R01.4.2 08:30 2 215 339 554  ５ 

004 Ｄ土木株式会社 R01.4.2 16:34 3 629 775 404 落札候補者 １ 

005 Ｅ建設株式会社 R01.4.2 19:13 4 652 293 945  ２ 

    *入力くじ番号(a)にミリ秒(b)を加算した下３桁が確定くじ番号になります。 
 
  上記の場合は、同札者の「確定くじ番号」をすべて加算し同札者数で除算した余りの数字が

３となるため、到着順位３の「Ｄ土木株式会社」が落札候補者となります。 
 

入札参加者が入札書提出時に任意の３桁の「入力くじ番号」を入力

します。 

入札書提出日時のミリ秒（３桁）を「入力くじ番号」に足します。 

その下３桁が「確定くじ番号」として、入札参加者に割り当て、入

札書受付票に表示します。 

同札者の「確定くじ番号」をすべて加算し、同札者数で除算し、余

りの数字に一致する順番の者が落札候補者又は調査対象者となりま

す。ただし、複数受注防止策の対象案件については、条件に該当し

た場合、くじの次順位者が落札候補者となります。 
 

開札の結果、有効な入札のうち、最低価格（総合評価案件において

は最高評価値）での入札が複数あった場合、入札書到達順に、０、

１、２・・・と同札者に順番をつけます。 
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 カ 保留中の開札状況が閲覧可能 
    開札後保留中となっている案件の開札状況は入札情報公開システムで閲覧

することができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  キ ＩＣカードの複数枚登録が可能 

    ＩＣカードの失効、紛失、破損等に備えて、複数枚のＩＣカードの登録が可

能です。 
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 (3) 電子入札導入スケジュールについて 

 

建 設 工 事      

 

平成２４年度から予定価格２５０万円超の全件で電子入札を実施しています。 

 

（予定価格） 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度以降 

             

６億円             

     
電子入札 

    

２億円         

             

１億円             

             

５千万円           

   
電子・郵便入札併用 

      

３千万円        

   

 

        

１千万円           

             

             

       

       

工事関連業務      

 
平成２０年度から予定価格１００万円超の全件で電子入札を実施しています。 

 

業   種 平成１９年度 平成２０年度以降 

建設コンサルタント   

電子入札 

測量 

電子・郵便 

入札併用 

地質調査 

補償コンサルタント 

造園設計 

建築設計 

設備設計 

郵便入札 
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 (4) 電子調達システムを利用する際の留意事項について 
 
  ア Windows 8.1 、Windows 10 で利用される場合は、使用するパソコンの「日

本語入力用 IME（日本語文字入力補助ソフトウェア）」の変換対象を「JIS X 0208 
文字」に制限するように設定してください。 

 
   
  イ ポップアップブロックの再設定が必要となります。 
    また、使用されているパソコンに Yahoo や Google などの検索サイトのツー

ルバーがインストールされている場合や、パーソナルファイアウォールなどの
セキュリティソフトをご利用の場合に、ポップアップがブロックされているこ
とがありますので、それぞれのマニュアルをご確認のうえ、設定変更を行って
ください。 

    なお、許可する Web サイトのアドレスは以下になります。 
「https://bid.keiyaku.city.sakai.lg.jp/」 

 
ウ ファイルのダウンロードの際に警告が表示され、正しくダウンロードできな
くなる可能性がありますので、Internet Explorer の「インターネットオプシ
ョン」→「セキュリティ」の「信頼済みサイト」を選択し、登録してください。 
なお、信頼済みサイトのアドレスは以下になります。 

「https://bid.keiyaku.city.sakai.lg.jp/」 
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 (5) 電子調達システムと電子登録システムのログイン方法等の相違点について 

 

 電子調達システム 電子登録システム 

ロ

グ

イ

ン

方

法 

 

コアシステム対応認証局が発行

するＩＣカード（電子証明書）、

ＰＩＮ番号（認証局から発行され

るＩＣカードの認証番号）が必要 

 

 

業者番号、パスワードが必要 

 

（※ ＩＣカード（電子証明書）

は必要ありません。） 

対

象 

 

電子入札対象案件の参加対象者 

 

全業者 

 

 

 (6) 電子調達システムにおけるＩＣカードの取扱いについて 

   堺市の電子入札に参加するためには、堺市に対応している電子入札コアシステ

ム対応認証局が発行するＩＣカード（電子証明書）が必要となります。電子入札

におけるＩＣカードは、郵便入札で本市との契約先の代表者が使用する使用印鑑

にあたり、ＩＣカードを利用することで、高度なセキュリティを実現しています。 

 

  ア ＩＣカードの名義人について 

本市の電子入札に参加するためには、ＩＣカードの名義人を次のとおり登録

していることが必要になりますので、ご注意ください。  
 
本市との契約先が本社（本店）である場合  

     本市の入札参加有資格者として登録されている代表者に限る。  
 
本市との契約先が支店、支社等である場合 

     本市の入札参加有資格者として登録されている受任者（代表者から契約締

結権限を委任されている支店長等）に限る。  
 
 

※ 社名変更や本市との契約先の代表者又は受任者を変更される場合は、ＩＣ

カードの変更手続も必要となります。  
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  イ ＩＣカードの有効期限について 

    ＩＣカードには、カードそのものに有効期限があり、認証局や種類によって

その期限が異なります。有効期限の切れたＩＣカードは使用できませんので、

有効期限が切れるまでに新しいＩＣカードを用意し、登録しておいてください。 

 

  ウ ＩＣカードの名義人等の変更に伴う登録について 

    ＩＣカードの名義人等の変更により新たにＩＣカードを取得した場合は、利

用者登録メニューの「ＩＣカード更新」により有効期間が切れる前の旧ＩＣカ

ードから新ＩＣカードへの更新を行ってください。なお、メールアドレスを変

更された場合は、利用者登録メニューの「変更」により連絡先メールアドレス

の変更を行ってください。 

また、ＩＣカードの有効期間が残り少なくなり、新たにＩＣカードを取得し

た場合は、利用者登録メニューの「ＩＣカード登録」又は「ＩＣカード更新」

により新ＩＣカードの登録を行ってください。「ＩＣカード登録」の場合は、

旧ＩＣカードを有効期間内は利用することができますが、登録情報を再入力す

る必要があります。「ＩＣカード更新」の場合は登録情報の再入力は省略でき

ますが、更新後は旧ＩＣカードを利用できなくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  エ 共同企業体（ＪＶ）でのＩＣカードの取扱いについて 

共同企業体（ＪＶ）で電子入札に参加する場合は、代表構成員の名義で適正

に登録されているＩＣカードで参加することになります。 

 

 (7) 電子入札での連絡先のメールアドレスが変更になった場合について 

電子入札の参加申請を行っている案件がある場合で、連絡先のメールアドレス

が変更になった場合は、電子調達システムにより利用者登録から利用者情報の変

更を行ったうえで、案件ごとに企業プロパティを変更する必要があります。電子

登録システムでメールアドレスの変更を行っても反映されませんのでご注意く

ださい。（Ｐ．119 Ｑ＆Ａ10 ご参照） 

 

 

社名変更や代表者（受任者を設けている場合は受任者）変更をされる場合は、電子登録

システムでの変更申請、必要書類の提出及び IC カードの変更手続きが必要となります。 

入札参加資格審査申請時及び入札時における IC カードの名義人は、電子登録システム

により届けている代表者（受任者を設けている場合は受任者）と一致していなければなら

ないので、ご注意ください。 
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 (8) 電子調達システム等の利用時間について 

   電子調達システム、電子登録システムの利用時間は、平日の午前８時から午後

８時までとなります。（土曜日、日曜日、祝日及び 12 月 29 日から翌年 1 月 3 日

を除く。） 

   なお、ヘルプデスク（コールセンター）や市の業務時間外ではご対応できない

場合がありますので、入札参加申請、入札書の提出等につきましては、期限直前

ではなく、できるだけ時間的余裕を持って行ってください。 

 (9) ヘルプデスクの設置について 

電子調達システムや電子登録システムの操作方法等についての質問は、「電子調

達・電子登録ヘルプデスク（電子調達コールセンター）」を設置していますので、

ご利用ください。 

      Ｔ Ｅ Ｌ ０５７０－０１１－３１１（ナビダイヤル） 

          利用時間 平日の午前９時～午後６時 

               （土曜日、日曜日、祝日及び 12 月 29 日から翌年 1

月 3日を除く。） 

 

＜ヘルプデスクご利用にあたってのお願い＞ 

・システムの利用にあたっては、操作マニュアルなどをよくお読みください。 

・ＩＣカード関係の不具合等につきましては、認証局にお問い合わせくださ

い。 

・パソコンの状態や画面を確認できる場所からお電話ください。また、お手

元に操作マニュアルをご用意ください。 

・お問い合わせの内容によりましては、お使いのパソコンのマニュアルが必

要になる場合があります。 

・お問い合わせの内容によりましては、ヘルプデスクから折り返しご連絡さ

せていただく場合もあります。その際には、ご連絡先をお聞かせください

ますよう、お願いいたします。なお、氏名、電話番号等の個人情報はお問

い合わせの対応以外の目的では利用しません。 

・時間帯によっては電話が大変混雑し、かかりにくい場合があります。その

際は、しばらく時間をおいて、おかけ直しください。 

 

 (10) 電子調達システム・電子登録システムで使用できる文字について 

   電子調達システム、電子登録システムでは、使用できる文字に制限があります。 

 

   ア 使用できる文字 

(ｱ) 半角英数字及び半角スペース 

(ｲ) 半角カタカナ 

(ｳ) 全角英数字及び全角スペース 

(ｴ) 全角ひらがな、全角カタカナ 

(ｵ) JIS 第一水準、JIS 第二水準の漢字 
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   イ 使用できない文字 

機種依存文字、JIS 第三水準の漢字や外字 

 

 

 

 

 

 

 (11) 特に重要なお知らせの確認について 

   「設計図書等の訂正、発注案件の中止等のお知らせ」等は参加申請を行う際に

重要な情報です。電子調達システムにログインする前に必ず確認してください。 

 

機種依存文字、JIS 第三水準の漢字や外字については、類似文字も

しくはカタカナに置き換えてください。 

システムにログイン 


